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1 調査データの分析により、リーダーシツプM 認知と圧力 P 認知の相関関係が、計画 P 認知によってコントロ
ールされていることを示した。











2 実験 1 の結果が、リーダーシップを媒介するものであるかどうかを検討するために時系列データの分析を行っ
たところ、リーダーシップとコンフリクトが相互に影響することが示された。
3 内集団および外集団の意見分布の認知とコンフリクトの関係を検討した。内集団意見分布の誤認が集団関コン
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フリクトを高める結果が示された。
第 6章総合考察
以上の実験結果を概説し、集団極化現象を母集団の表象体系の共有過程として提示した。また、自己概念の差異性
が低下した状況で起こる反極化現象の概念図を提示した。これらの表象レベル、自己概念のレベルで、起こる現象を統
合する試みを行った。
次に、理論的枠組みとして、個人・集団・集団関関係の 3 要素を置き、それらの聞に循環過程を仮定した。集団関
比較と成員間比較が個人の社会的アイデンティティを形成する循環過程と、個人の共有認知と集団の母集団認知が社
会的影響力を構成する循環過程を提示した。最後に、コンフリクトを制御するためには、常に集団の多様性を保つた
めに変化し続ける必要があるとの結論を行った。
論文審査の結果の要旨
本論文は、集団における意見の変容過程を主に集団極化現象に注目して検討したものである。意見変容(保持も含
めて)を促進する要因の把握、また、意見対立(コンフリクト)に作用する意見分布の違い、集団状況の違いを検討
し、極化、反極化のメカニズムを社会的アイデンティティ理論、社会的共有性、認知的図式化の点から多数の実験を
通じて実証的に明らかにしている。
そして、同質集団における意見拡散が大きくなること、多様な意見のある集団ほど、母集団への回帰が起こりやす
いことなどの知見を得ている。そこから、コンフリクトと同調が循環し、個人間比較と集団間比較が社会的アイデン
ティティを形成するとの、個人、集団、社会の三局構造論を提唱している。その実証性と理論的統合の調和のとれた
論究は、博士(人間科学)の学位授与に十分に値するものであると判定された。
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